
鳥取県×日本財団共同プロジェクト
取組実践者からの報告

【中山間地域の生活支援モデル】

岩美町企画財政課参事 谷口 健一 様

鳥取県漁協女性部連絡協議会 会長 下根 鈴江 様

【工賃向上モデル】

就労支援センター和貴の郷 代表 河村 仁志 様

【鳥取助成プログラム】

あどべんちゃー水のたね 副代表 圓山 寿英 様

【鳥取県×日本財団共同プロジェクトの取組事例】 資料２

ITネットワーク
（漁村カフェサロンでモデル実施）
・健康相談（病院と地域サロン）
・広域サロン（社協と地域サロン）
（将来は、他の地域サロンにも拡大を
目指す）

農山村と漁村をつなぐ「小さな拠点」道の駅モデル（岩美町）

小規模生産農
産物を出荷

漁村加工場
（大岩地区）

地域サロン
（既存２９ヶ所）

岩美病院
道の駅・

移動販売拠点店舗

岩美町社会
福祉協議会

かたつむり工房
（障がい者就労支援

事業所）

集落

集落

集落

漁村カフェサロン
（網代地区）

・高齢者の働く場
・水産物商品加工
（道の駅に出荷、
漁村カフェで提供）

・障がい者就労

・高齢者の働く場
・他の地域サロンへの
弁当配食
・障がい者就労

保冷車②
（農産品集荷・見守り）
・農村サロンや各農村集落か
ら農産品を集荷
⇒ 道の駅で販売

・集荷時に見守り活動を実施

移動販売車（１ ｔ 車）
・中山間地域の買い物支援
（食料品、生活用品の提供）
・販売時に見守り活動を実施

農村サロン
(ビニールハウス)
（岩常集落・院内集落）

・高齢者の働く場
・農産品を道の駅に出荷

保冷車①
・水産加工品を集荷
⇒道の駅で販売

道の駅を拠点として、農山
村・漁村で元気に安心して
暮らし続けるまちを構築
生産した農産品・水産加工品
等を道の駅で販売し、地域内
の経済循環を創出する。

障がい者派遣

加工品提供

農
産
品
出
荷



工賃向上モデル／レストラン四季のおまかせ弁当

地域のニーズ

・安くておいしい、毎日食べられる弁当ニーズ
・まちなか過疎、高齢化による宅配弁当ニーズ
・障がい者施設、高齢者住宅等での食事提供ニーズ
・地域及び施設利用者の昼食ニーズ 等

まちなか過疎

・弁当宅配
・高齢者の見守り

障がい者施設
高齢者施設

・弁当宅配

・施設の昼食提供
サービスの充実障がい者が事業従事

・弁当製造、宅配サービス

工賃向上の取組

・弁当製造設備、施設の改修による効率化
・事前の施設、顧客ニーズの把握
・弁当製造作業の分類分けによる能力に応じた作業実施
・受注量増、効率化による工賃向上と利用者の増加

就労支援センター
和貴の郷
（鳥取市）

現工賃 工賃予測
31,988円 ⇒ 58,400円

工賃向上による障がい者の
就労意欲、労働スキル向上

他事業所の野菜、
地元野菜の消費拡大

障がい者の
一般就労へ

弁当製造・宅配事業

NPOあどべんちゃー
水のたね（江府町）

事業の構成イメージ

鳥取助成プログラム／バリアフリーエコツアー

水のたねが目指すところ 助成事業での取組の方向性

・鳥取の特性を活かした事業展開（自然、文化等）
・地域と密着した事業展開（地域の食、産業等と連携）
・バリアフリーエコツアーの市場化の実現
・観光ビジネスとして事業化
・人材育成を通じて鳥取県観光事業発展に貢献
・団体の活動を自立、継続可能な取組へ転換 等

・バリアフリーエコツアーの可能性調査
（市場調査、顧客調査、ガイド（受入側）調査等）
・大山周辺でのモニターツアーの実施
・モニター調査による、ニーズ、課題の抽出
・エコツアー実施マニュアルの作成
・ガイド育成マニュアルの作成 等

鳥取の自然を活かし、
障がい者の観光ニー
ズに対応した事業を
自立、継続実施

メインターゲット

・バリアフリーエコツアー
の市場性、課題を分析
・事業分野を特定し採算事
業化、事業の組立て
・マニュアル化で継続性構築


